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図書館多読による生涯学習への進展（東海地方の例） 
豊田高専　西澤一 

東海地方では、社会人の生涯学習として図書館多読が普及しつつある。公立図書館が多
読用図書を揃え、多読に必要な情報を提供し、読み方講座を開催する等で利用者の多
読入門を助け、利用者の相互交流の場を設けて長期継続者を増やしている。図書館多読
の事例紹介と、利用者アンケートの結果を紹介する。 

１　図書館多読の意義 
多読の効果を学習者が実感するには、長期継
続が必要である。豊田高専では（5年継続に対
する）7年継続プログラムの優位性がはっきり
してきており、社会人でも継続５年以上で
「英語で話す・使う」のに多読の効果を感じ
たとのアンケート結果がある（右図）(1) 。 
教育機関が単独で5年以上の長期継続多読プロ
グラムを組むことは容易でないので、効果を
表面化するには、小中、中高、高大連携の多読プログラムや、生涯学習への接続等の工
夫が求められる。 
一方、地域の図書館に多読用の図書が整備され、図書館利用者が相互に支援し合う利
用者の交流の場があれば、幅広い年齢層の人々が生涯学習として多読に取り組むことが
できるようになる。また、地域の社会人で多読への理解者が増えると、多読授業はやり
やすくなり、多読による地域の学校と図書館との連携も期待できる。 

２　東海地方の概要 
2014～2015年に多読用図書を整備した小牧＆
蒲郡市立図書館を皮切りに、東海４県では２０
館以上の公立図書館が多読用図書を導入してお
り、今後も導入館の増加が見込まれる（左
図）。当初は学習参考書等と同一視されて導入
が難しかった時期もあったが、地域住民のニー
ズがあれば導入する方向に変化してきている。 
多読用図書を導入した図書館では、その多く
が、（英語和訳とは異なる）多読の読み方と多
読用の入門図書（絵本）を紹介する入門講座を

定期的に開催しており、英文和訳ではない多読の読み方を知る利用者が、少しずつ増え
ているようである。 
また、利用者支援のための交流会を開く館も徐々に増えつつある。2019年7月に実施し
た第2回東海地区・図書館多読クラブ交流会には、東海４県から8つの交流会メンバー
が集まり、各交流会の活動報告と情報交換を行った (2)。交流会間の情報交換も盛んに
なってきている。 
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３　豊田高専図書館（愛知県） 
豊田高専図書館では、３つの方法で地域の社会人学習者を支援している 
１）英語多読体験会（年２回） 
広報とよたの広告で関心を持った人が毎回10～20人参加している。絵本から始める
多読の読み方、図書館を利用した多読の始め方を解説後、実際に入門用絵本
（ORT）の読書体験をしてもらっている。 

２）英文多読公開授業（春、秋各12週、有料） 
公開講座や体験会で多読を始めたいと思った初心者を主対象に、図書館で行われる
多読授業を学生と一緒に多読授業を受講してもらっており、複数期受講するリピー
ターも少なくない。地域の方々に学校の雰囲気を知ってもらう良い機会になってい
るとともに、社会人が参加することで、学生も多読の意義を再認識するもよう。 

３）豊田多読クラブ月例会（年8～12回） 
2008年に開始、2016年からは豊田市中央図書館と連携し、高専図書館が土曜閉館と
なる長期休暇中も継続、2019年3月に第100回月例会を開催した。公開講座、体験
会、公開授業で多読に入門した社会人を中心に、十数名が一同に会して交流する場
となっている。2014年6月からは、日本語で行う情報・体験交換に加えて、相互に英
語で図書紹介する3分間ブックトークも始めた。今夏のERWC5@台中では、多読ク
ラブとして活動発表を行う予定である。 

４　多治見市図書館（岐阜県） 
多治見市図書館では、2014年9月に利用者の語学学習をサポートする目的で多読図書を
導入し、同年10月に利用者の交流の場としてたじみ多読を楽しむ会（以下「T.T.T.」と
略称）を設立した。当初多読図書の利用回数とT.T.T.の活動については未知数だった
が、多読図書の館外貸出数は年間2万冊を超え、T.T.T.の活動は月2回開催する多読クラ
ブ、そして月1回の読書会を開催する活動へと発展し、図書館の想像を超えるものに
なった。メンバー提案による企画（メガネチャレンジ等）も行われている。 

５　岐阜県図書館 
2017年2月、海外情報コーナーに多読用図書を配備したのに先立ち、学校向け貸出の
セット文庫に多読用セットを加え、県内の学校との連携をすすめている（その後、大阪
府立、京都府立図書館も同様に、学校向け団体貸出に多読用セットを追加している）。
担当教員の転勤により、指導者と多読用図書が離れ離れになってしまう公立学校の多読
指導の問題点を一部解決できる可能性のある取り組みとして注目している。セット文庫
を活用した多読指導実践例は、まだ少ないが、このしくみを契機に多読を知る英語教員
が増えてきている。 
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